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はじめに

今日，若者のキャリア発達を支援する試みがOECD(Organization for Economic Co-operation and 

Development)加盟国をはじめとする先進諸留において活発化している o OECD r教育政策分析J

(Education Policy Analysis)の2003年版では，その第 2章において「キャリアガイダンス:将来への

新しい道 (CareerGuidance: New Ways Forward) Jが論じられており， r学校においてはキャリア教

育をカリキュラムに盛り込み，それを生徒の全般的な発達に結びつけるJllことが主張されている O し

かし，すでにそのような取り組みを行っている国が多く存在するものの，そこでの問題点も指摘され

ている O すなわち，キャリア教育が義務教育の修了段階間際に集中して行われているために，個人の

発達やより幅広い視野からの意思決定を支援するという長期的な取り組みよりも，目前の選択を支援

するという短期的あるいは一時的な取り組みに焦点が当てられているのである O

日本では，若者のキャリア発達を支援する試みとして， 2004年度から本格的に小学校・中学校・高

等学校を通じて「キャリア教育jを実施する予定である O キャリア教育の推進に関する総合的調査研

究協力者会議によれば， rキャリア教育jとは「児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し，それぞれ

にふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育てる教育Jのである O 同会議

は， r特に，一人一人の発達を組織的・体系的に支援するといった意識や姿勢，指導計磁における各活

動の関連性や系統性等が希薄であり，子どもたちの意識の変容や能力・態度の育成に十分結びついて

いないといった状況は あまり改善されていないのが実情であろうJと現状を把握した上で， rキャリ

ア教育は，このような進路指導の取組の現状を抜本的に改革していくために要請されたと言うことも

できるj3lとしている O つまり，従来中学校および高等学校で行われてきた進路指導を改革する方策と

して「キャリア教育」を位置づけているのである O したがって，今日の日本では上記の OECDが指摘

した問題点を克服すべく， rキャリア教育jの実施を試みていると捉えることができ，上述したように

2004年度からの本格実施に向けて現在試行錯誤の段階にあると言える O

上記の協力者会議の報告書では， rキャリア教育を推進するための条件整備jとして， rキャリア教

育が学校全体で計画的，組織的に取り組まれ，有効かっ円滑に実施されるためには，教員一人一人の

資質向上と併せ，各学校が，子どもたちの発達段階，学校や地域の実情に応じ，キャリア発達への支

援を軸としたカリキュラムを開発する必要があるJ4lと指摘されているように，各学校段階におけるキ

ャリア教育の実施を支えるカリキュラムの開発は喫緊の課題であると考えられる O その際，これまで

進路指導が主として中学校および高等学校で実施されてきたことから，そのような実践の蓄積のない

小学校段階においては，特に，キャリア教育に関するカリキュラムの開発が困難で、あることが予想さ

れる O
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このように，日本を含め OECD加盟国の多くが，現状では義務教育修了段階や後期中等教育段階で

若者のキャリア発達支援を行っている中，日本と類似した学校体系5)を持つ大韓民国 (Republicof 

Korea以下，韓国)では， 1990年代初頭から体系的な「進路教育Jが構想されておりぺ今日では初

等学校・中学校・高等学校を通じてキャリア発達支援が実施されることとなっている O

そこで，初等学校からのキャリア発達支援に関して日本よりも蓄積のある韓国で， I進路教育jがど

のような目的のもとにどのような段階を踏まえて計画されているかを示すことは 今後の日本の小学

校における「キャリア教育」のカリキュラム開発に際して示唆を与えうるものであると考え，ソウル

特別布教育科学研究院が2002年に発行した『第 7次教育課程に基づく 教科とともに行う進路教育

〈初等学校>jの一部を資料として紹介することとする O 韓国では 宮本の文部科学省に相当する教育

人的資源部が「学習指導要領jに当たる「教育課程Jを告示し，それに基づいて各自治体や学校がよ

り具体的な指導計画やプログラムを作成しており f進路教育jもそのようにしてカリキュラムの開発

が行われている O 現在の韓国では2000年から段措的に導入された7) I第7次教育課程J8)が実施されて

おり，初等学校の「第 7次教育課程jにおける「進路教育jの位置付けに基づいて，各自治体および

学校は具体的な「進路教育jカリキュラムの開発に取り組んでいる O 本稿では，上述資料の第 1部お

よび第 2部の一部を抄訳することで， I第7次教育課程」における「進路教育jの位置付けとソウル特

別市の初等学校における「進路教育Jカリキュラムの具体例を提示する O 本資料は 小学校段階にお

けるキャリア開発支援の在り方の一端を知ることができるという点において意義のある資料であると

考える O

なお，筆者による抄訳箇所はゴシック体で表記し，太字部分は原文通りとした。

1 .本資料の概要

(1)ソウル特別市教育科学研究院

前述したように，韓国では，進路教育の具体的な教材の開発や指導計画の作成は各自治体や学校に

任されており，主に各自治体の教育科学研究院が中心となって，進路教育に関する研究開発が行われ

ている O ソウル特別市教育科学研究院は，その前身となるソウル特別市教育委員会教育研究所が1958

年に設置され，その後統合と設置を繰り返して， 1999年 1月に現行の研究院として組織された。同研-

究院は， Iソウル教育の発展のために，教育課程および授業・評価方法の改善，人性教育および進路教

育，科学技術教育，教育情報化および教授学習支援など，教育の理論と実際を調査・研究して，その

結果を現場に適用しようと教壇支援資料を開発・普及する研究機関jのであり，組織としては，院長の

もとに，総務部，教育企画研究部，教育課程研究部，人性進路教育研究部，科学技術教育研究部，教

授学習支援センターの計6つの部署が置かれる構造となっている o I進路教育Jに関しては，人性進路

教育研究部が中心となって具体的な教材の開発や指導計画の立案なとぐを行っている O
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(2)構成

本資料は 3部構成で、全体は約300ページから成るが，資料金体の多くの紙幅が第2部の学年別指導

案に費やされている O 構成は以下の通りである O

第 1部 総論

上初等学校の進路教育

II. 第 7次教育課程と初等学校進路教育

ill.初等学校進路教育の方向

第2部 教科別進路教育の実際

1 .題材別中心内容

II. 1学年

題. 2学年

N. 3学年

v. 4学年

VI. 5学年

Vll. 6学年

第3部 付録(教科書分析)

本資料の初めには凡例として各部の重点的な内容が記載されている O それによると，第 l部では

「初等学校進路教育の意義と第 7次教育課程での初等進路教育の方向J，第2部では「教科時間に行う

ことのできる進路教育の教授一学習過程案Jが重点的に取り扱われている。そして付録である第 3部

では，教科書分析を行った上で，教科書から「進路教育と関連させて指導できる内容jが抽出して掲

載されている O

立.初等学校「第 7次教育課程」における「進路教育jの位置付け

「第 7次教育課程」における「進路教育Jの位置付けを把握するために， I第 1部 II. 第 7次教育課

程と初等学校進路教育jを以下に訳出する O

1 .追求する人間像

第 7次教育課程で追求する人間像は以下の通りである O

-全人的成長の基盤の上に個性を追求する人

-基礎能力を土台に創意的な能力を発揮する人

.幅広い教養を基に進路を開拓する人

-我々の文化に対する理解の土台の上に新しい価値を創造する人

.民主市民意識を基礎に共同体の発展に貢献する人
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第 7次教育課程で追求する人間像は匂第 6次以前までの単純な人間像の提示方式を脱い複合的で

多面的な人間像を設定したことに その特色がある O すなわち，全人性だけではなくて個性も備えた

人間可基礎能力だけではなくて創意的能力も備えた人間『教養だけではなくて進路開拓能力を備えた

人間雫伝統文化についての理解だけではなくて新しい価値を創造する人間苛民主市民意識だけではな

くて共同体の発展に貢献することのできる人間が必要であると強調している O 各人間像で対立するよ

うな要素の中のどれか一方のみの特徴を備えた人間は，急変する未来の多元化社会で必要とされる人

間像としては不適切であるために，対立した人間像の各特徴の葛藤から脱し司調和を成す人間が必要

である。

このような人間像すべてが，進路教育が追求しなければ、ならない目標を提示したものでもある O し

かしその中でも特別に進路教育と深い関係を持っていることは苛 rr幅広い教養を基に進路を開拓する

人jであると言える O 人間が社会の中で人間らしい人生を送るためには，必要な教養を備えなければ‘

ならないだけではなく 生存に必要な職業的な能力を備えなければならない。人聞は生存の手段とし

て仕事をするのではなし」自分の適性と素質に合う進路を探索・開拓して職業を選択することによっ

て『自分の自我実現を図れるのである O すなわち，第 7次教青課程を通じて追求する教育的な人間像

は，共同体の構成員として必要な資質を備え司仕事自体を高貴なものと感じながら，仕事を通じて自

我の実現を図るための進路の探索および開拓の能力を備えた人間である O 幅広い教養と職業的能力を

備えた人間は，自律的な人生を追友しながら白我実現を経験できるだけではなく司国家・社会の発展

にも大きく貢献できる人間であるとみなすことができ，すなわち匂このような人聞が進路教育で追求

する人間であると言うことができる O

2.第 7次教官諜程の婿成方針

このような人間像を呉環するために第 7次教育課程の構成方針を 6種類提示している O

-社会的変化の流れを主導できる基本能力を育てられるように 教育課程を構成する O

-00民共通基本教膏課程と選択中心教育課程体制を導入する O

-教育内容の量と水準を適正化し司深みのある学習が成し遂げられるように苛水準別教育課

程を導入する O

・学生の能力弓適性，進路を考慮して教育内容と方法を多様化する O

-教育課程の編成と運営において現場の自律性を拡大する。

-教育課程の評価体制を確立して教育に対する質管理を強化する O

その中で司進路教育と関連した内容として「学生の能力噌適性宅進路を考慮して教育内容と方法を

多様化するjと明示することによって宅学生の能力司適性 進路に適合した学習者中心の教膏の実践

を提案している。すなわち， @j-的で鴎鎖的な硬直した教育体制と運営方式を改善することに重点を

おいて，教育の多様性，融通性苛弾力性を拡大していこうとする意思を明らかにしていると言える。

従来の我が毘の学校教育は，まるで産業現場で同一の設計図によって間ーの材料と問ーの工程で再
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ーの規格品を同一の速度で大量生産を成し遂げる「少品種大量生産模型Jのように司同一の教育内容

を同ーの場所で同一の方法と資料を活用して向ーの速度で教育してきた「大量画一模型jであり司「産

業モデル教警Jとも呼ぶことができる O このような「産業モデル教育jは噌教膏内容と方法が画一的

で開鎖的であり弓全体性宅共通性，統一性宅平等性，能率性などは効果的に維持されるが噌個別性司

秀越性吟効率性，適合性は確保しにくい面がある O すなわち，共同体の必要と要求，教育機会に接す

ることのできる教育の量的機会の均等と平等性の問題はうまく解決していると言えるが‘学習者倍々

人の独特な偲性，適性喝能力司興味 関心 進路などを活かして学習の成功的成就を保障できる真正

な意昧での教育の質的機会の均等を実現して 持って生まれた素質と秀越性を最大限に伸長・発揮す

るようにしなければならない点でー再考の余地が生じてきた。

したがって唱第 7次教育課程で構成方針として唱えていることは噌このような「産業モデル教青j

から脱し， r人間モデル教育Jへの転換を志向していることだと言えるo r人間モデル教育jは句 f少品

種大量生産体制」ではなく， r多品種少量生産-多品種変量体制jのように教膏消費者の多様性と個別

性司人間性が尊重される教育であると言うことができる O

3.初等学校教育自標

学校教育を通じて青てようとする人間像を呉現するために 国家水準の教育課程で、は次のような初

等学校教育目標を設けている。

-体と心がバランスよく膏つことができる多様な経験をもっ O

-日常生活の問題を認識して解決する基礎能力を養い吟自分の考えと感じたことを多様に表

現する経験をもっO

・多様な仕事の世界を理解できる!幅広い学習経験をもっO

-我々の伝統と文化を理解して愛好する態度をもっO

'8常生活に必要な基本生活習慣を培い弓隣人と国を愛する心をもっO

このような初等教青の目標は『第 7次教育課程が追求する人間像に基づいて設定されたものである O

したがって司「多様な仕事の世界を理解できる幅広い学習経験をもっjということは，すでに前で明ら

かにした第 7次教青課程が追求する人間像の中の「幅広い教養を基に進路を開拓する人jを初等学校

水準でどの程度まで到達することができるかを明らかにした，もう少し具体的で実践的な目標である

と言える O

4.教育課程編制と時間配当

第 7次教膏課程は「国民共通基本教膏課程jと f高等学校選択中心教育課程Jで構成されているが司

初等学校の時期は「国民共通基本教膏諜程jの時期に該当する O 毘民共通基本教育課程は司教科，裁

量活動司特別活動で編成されており，特別活動はさらに宅自治活動，適応活動，啓発活動、奉仕活動司
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行事活動で構成されている O

進路教育の重要性を主張する多くの学者たちは唱独立した進路教科の設定を要求してきた O 表面的

に晃ると噌第 7次教青諜程ではこのような要求が受け入れられていないものと見られる O しかし，す

でに前で詳しく見たように弓第 7次教育課程が追求する人間像から構成方針『呂標まで司進路教育の

重要性を十分に強調しており，その具体的な方案まで提示されていると言える O

このような包括的な受容についても満足できない場合に備えて弓裁量活動では f学校教育について

の社会的要求を受容するためj様々な教青を包含して羅列しているが略その中の一つを「進路教育j

カf占めている O

5.教青課程の編成・運営

カ.教科教育での進路教育

一部では「進路教科jの設定を要求する声がある o しかし進路教膏の性格と初等学校の性格を考慮

してみると司初等学校で進路教育が独立した教科を通じてのみ遂行されることは多くの限界点を持っ

ている O 教科教育課程の分析を通じて進路教育の要素を抽出仏教科と連携した進路教育を遂行する

ことができるのである o 第 6次教膏課程までは噌すでに様々な研究学校の研究報告書を通じてこのよ

うな作業が行われているが噌第 7次教育課程ではこれと関連した新しい作業が要求されるようになる O

ナ.裁量活動での進路教育

第 7次教膏課程における特色は裁量活動の設定である O 裁量活動の教青的意義から日月らかになって

いる進路教育との関連性を見ると司次のようになる O

-学生たちの多様な要求，興味噌適牲を受容するためのものである O

第 7次教育課程は学習者中心の教育課程を編成・運営するように誘導しているが¥その中でも裁量

活動は特に司個人の特技宅関心，輿昧を盛り込む新しい領域と内容を設定し，学生たちの学校生活に

対する興味と関心を誘発することによって宅豊富で多様な自己主導的な学習経験の機会を提供するも

のである。

-学校教育に対する社会的要求を受容するためのものである O

すでに前で明らかにしたように噌裁量活動は司多変化する時代的変化，押し寄せる知識情報および

社会的欲求を，すでに開設された教科にはすべて盛り込めないために，これに対する補完策として準

備されたものである O このような欲求に該当する領域には次のようなものがあるがー第 7次裁量活動

ではこのようなものは汎教科と呼ぶ。
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基本人性教育，民主市民教育唱統一教育喝韓国文化アイデンティティ教育，世界化教膏可環境教育噌

安全・保健・性教膏弓経済および消費者教膏，海洋教育司情報化とメディア教青，進路および勤労精

神滋養教育

すなわち『第 7次教育課程の裁量活動時間には 進路教膏のための別途の時間割り振りを準備して

いることがわかる O そして教育課程の裁量活動教育課程編成・運営指針には司次のようにその活用方

案を明示している O

初等学校の裁量活動は，学校の実状によって融通性を持って割り振りできるが，教科の深

化・補充学習よりは学生の自己主導的学習能力を促進するための創意的裁量活動(汎教科十

自己主導学習)に重点、をおく O

タ.特別活動での進路教育

特別活動は教科との相互補完的関連の中で 学生の心身を調和しているように発達させるために実

施する教科以外の活動である O 特別活動の教育課程は，自治活動弓適応活動司啓発活動噌奉仕活動司

行事活動の 5偲の領域で構成されており 各領域別の具体的活動内容は 地域の特性と学校の実状に

ふさわしいように選定されなければならなt.， ¥o

第 7次教育課程で新しく登場する適応活動領域では 進路活動を内容とする特別活動プログラムを

運営するように提示しており，第 6次教膏課程でクラブ活動に存在した啓発活動では司自分の素質と

適性を啓発する異体的な進路教曹の内容を提示することができる O

ラ.統合的な教育課程の運営

以上，第 7次教育課程での進路教育の具体的な方向を詳しく見てきた。しかし進路教育と関連させ

て第 7次教育課程を運営する襟噌教科‘裁量喝特別活動という明確な区分は不必要であるということ

を司次の教育課程指針を通して確認する必要がある O

民主市民教嘗，人性教青司環境教膏，…，進路教育司…など汎教科学習は，裁量活動を通じて重点

的に指導されー関連する教科と特別活動など学校教育活動全般に渡って統合的に扱うようにして司地

域社会および家庭との連携指導に努める O

初等学校の教科の中で雫選あたり平均 3時間以上の慢業時間数が配当される教科は司週あたり平均

1時間以内で時数を滅縮仏学生の要求と学校の必要にしたがって創意的な教育活動に増配弓活用す

ることができる O この場合にはー滅結された教科の学習活動と関連する直接的な体験活動などに統合

運営しなければならなし ¥0
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盈.ソウル特別市初等学校における「進路教育」のカリキュラム

まず，初等学校の「進路教育jで扱われる内容を把握するため， r第l部 1. 3.初等学校進路教育

の内容jを以下に抄訳する。

初等学校で進路教膏を行う際に扱わなければならない内容は，次の 7種類に提示できる O

1 )自我理解の領域

自分の能力噌適性弓興味噌態度などを正しく理解して能力にふさわしい将来を設計してみる O

2 )仕事と職業世界の理解の領域

多様な職業の種類とその儲僅を認識して句暫定的な職業選択の機会を提供する O

3 )仕事に対する態度の領域

仕事のやりがいと楽しさを知り，肯定的な思考を育てる O 家族たちの役割，仕事に対する正し

い認識と態度噌父母が行う仕事，私がしたい仕事司仕事のやりがいなどを調べながら噌仕事の

選択についての不可避性と当為性に肯定的な思考をもつようにする O

4 )意思決定の領域

意思決定能力の重要性を知って合理的な意思決定をすることができ勾自分の行動に対する責任

を認識するようにする O

5 )人間関係の領域

家庭と近所噌学校などで接触する様々な人間との関係を円満に維持することができて司人聞は

共に生きているという事実を分かるようにする O 友達関の関係司他人を理解して協同する技術『

他人のために犠牲になり司奉仕できる勇気の育成，信頼と愛句そして感謝する心と態度を育て

るようにする。

6 )仕事と職業の経済的側面の理解の領域

生計と職業の重要性を理解して合理的な消費生活をするようにする。家族の生計と父母の職業，

家庭の経済生活の理解，健全な消費生活を築くように指導する O そして職業人たちの苦労する

様子を理解して職業の大切さを分かるようにする O

7 )仕事と職業の教育的側面の理解の領域

学校での全教育課程を誠実に習得させることによって噌各教科目の性質と内容が句結局は将来

の職業世界と非常に密接した関係にあることを分かるようにする。各教科別に興昧と素質弓能

力を探り，その該当興味に関連した職業にはどんなことがあるのかを確認する O

続いて，上記の「進路教育」の内容が具体的にどのように教科学習内にカリキュラム化しているか

を概観するため， r第 2部 1.題材別中心内容」を以下に抄訳する O
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.1学年

111買 題 自 指導時期 関連教科 令真 域 内 容

あいさつする子ども 4月 正しい生活 -自我理解 -あいさつの良い点を知り喝相手に

-人間関係技術 合うあいさつをすること

2 
私の家族は最高 5月 楽しい生活 -自我理解 -農村‘漁村宅都市の家族の役割を

-仕事に対する態度 知り唾動きで表すこと

3 
私の夢 6月 国語 -自我理解 -やりたい仕事を自信を持って話

(話す・聞く) し‘正しく開く態度を持つこと

4 
家族がする仕事 9月 賢い生活 -仕事と職業の世界 -家族の婿成員が行う仕事がどのよ

うなものか調べること

5 
私力f成長したら 10月 国語 -自我理解 -大人になってやりたい仕事を話す

(話す・罰く) こと

6 
私は大切だ 11丹 毘語 -自我理解 . r私jについて紹介して私の大切

(書く) さを発見すること

7 
大切な隣人 12月 楽しい生活 -仕事と職業の世界 -隣人が私たちの生活に与える援助を

知り，騒人の大切さを自覚すること
自ーーーーーー一一一1..--

.2学年

JII震 題 目 指導時期 関連教科 領 域 内 円廿相

楽しい私の姿 4月 正しい生活 -人間関係技術 -最近の自分の生活を振り返るグル

8 生活の道しるべ -自我理解 一プ別活動を通じて‘美しい私の姿

を探!すこと

楽しい家 5月 正しい生活 -自我理解 -むつまじい家庭をつくるために私

9 
生活の道しるべ -仕事に対する態慶 がする仕事を探して実践することに

よって，仕事をするやりがいを感じ

ること

ともに暮らす隣人 6月 正しい生活 -仕事と職業世界の -隣人の行う仕事の調査インタビュ

10 
生活の道しるべ 理解 一役割遊びを通じて司隣人の行う仕

賢い生活 -人間関係技術 事や職業の大切さを知り，感謝する

心を持つこと

ありがたい隣人 9F.l 賢い生活 -仕事と織業世界の -村落の主要機関と村落のために多

11 
国語(書く) 理解 大な努力をされている方々について

調査して司感謝する心を表し，手紙

を書くこと

12 
夢の世界 10月 楽しい生活 -自我理解 -自分の未来の姿を想像して，様々

な方法で表現すること

うちのj吉は最高 10月 賢い生活 -仕事に対する態度 -計廼に従って癌を作り『役割を分

13 数学 -仕事と職業の経済 けて司品物を仕入れて売る宙遊びを

的側面 すること

大切な汗のしずく 11月 賢い生活 -仕事と職業世界の -農作業の大切さと農夫に対する感
14 

理解 諾を感じること
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僅 3学年

111震 題 自 指導時嬬 関連教科 幸真 域 内 円台そ唱

楽しい挑戦 !OO王 1学期 統合 -自我理解 -挑戦する王を先に予約した後弓 1 

15 
フロジ 国語(読む) 学期の間努力過程をノートに作り，

ェクト 道徳 望む分野で最高になるために努力す

社会 ること

お父さんを呼んで勉 5F.l 社会 -仕事と職業の教育 -父親の職業に関して諦べて咽将来

16 強する 的側面 の希望を果たすために努力する点を

知ること

偉人とともにする 5苛 6月 冨語(読む) -仕事と職業世界の -偉人の生涯を調べて句多様な方法

17 美術 理解 で偉人について勉強すること

畜楽

18 
私は私になるつもりだ 10月 国語(読む) -意思決定能力 -私はどんな人間になりたいのか妥

当な理由を用いて話すこと

職業が変わっていく 10月 社会 -仕事と職業世界の -通信方法の変化に伴う職業の変化

19 理解 を理解して司私の未来の職業を探し

てみること

仕事をする姿は美しい 10月 美術 -仕事と職業世界の -昔と今日の仕事をする姿の絵を鑑

20 社会 理解 賞した後寄未来の仕事をする姿を自

由に表現すること

.4学年

}I/翼 題 自 指導時期 関連教科 宅頁 域 内 R告P司

私の主人はまさしく私 3月 道徳 -仕事と職業世界の -自主的な生活の意味を知り宅実践

21 
理解 の意思をもつこと

-仕事に対する肯定

的態度

22 
親切な国号不親切な盟 5月 道徳 -仕事に対する肯定 -続切な態度の重要性を知り司生活

的態度 で実E美すること

わあ司職業の種類が 5月 社会 -仕事と職業世界の -職業の種類は非常に多様で司互い

23 こんなに多いなんて 理解 に密接した関係を結んでいることを

理解すること

24 
職業博物館を作る 年中 社会 -仕事と職業世界の -昔と今日の様々な職業を知り宅博

理解 物館を作ること

25 
幸福カレンダーを作る 年中 社会 -仕事と職業世界の -幸福な家庭のために私ができる仕

美術 理解 事を探して実践すること

26 
私も倹約家 年中 社会 -仕事と職業の経済 -お小遣いの準備と使用に関する計

的側面 画を立てること
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.5学年

}II震 題 自 指導時期 関連教科 令夏 域 内 げ合割

ひとつの品物がイ乍ら 3月 実科 -仕事と職業世界の -一種類の品物を選択して，品物が

27 れるまで 理解 作られる過程に関連する職業を探す

こと

28 
こんなにたくさんの 4丹 道徳 -仕事と職業の教育 -私が好きな科目を考えて‘関連す

職業が 的側面 る職業を探すこと

29 
さいころを投げたら 5月 数学 -自我理解 -自分の適性に合う職業を選択し

て句動作で表現すること

30 
こんな人が必要だ 6月 国語 -仕事に対する態度 -職業の種類と特徴を調査して，求

(話弔問司書) 磁広告を作ること

31 
堂々とした「私jを 年中 面語 -自我理解 -私を様々に紹介する新簡を作ること|

t架してみよう (話，聞考書)

32 
私の性格と私の未来 10月 国語 -仕事と職業世界の -自分の性格を把握して司ふさわし

(話，関司書) 理解 い職業を探してみること

33 
未来世界の職業旅行 10月 社会 -仕事と職業世界の -職業の変化を理解して，私の未来

理解 の職業を探してみること

私たちは仲のいい友達 12丹 窟語 -人間関係技術 -自分の友達関係を謂べて司私の長

34 (読む) 所・短所を見つけ，良い人間関係を

結ぶこと

.6学年

}II震 題 自 指導時期 関連教科 全頁 域 内 円合今曹

35 
わぁ!職業がこんな 3丹 実科 -仕事と職業世界の -職業の種類を探し，特性に応じて

lこし1っ，;rし、 理解 分類すること

手ムはこんな人になる 3月 実科 -自我理解 -進路計画時に考慮しなければなら

36 でしょう ない私の特性を見つけ句進路計画を

立てること

37 
職業の大切さ 5月 国語 -仕事に対する態度 -家族間の話を通じて，職業に対す

(読む) る正しい態度をもつこと

体験!職業の現場で 年中 実科 -仕事と職業世界の -体験学習を通じて公園を職業現場

38 理解 として理解し，現場で多様な職業を

見つけること

39 
愛を実践する 年中 道徳 -入額関係 -職業を通じでできる奉仕活動の計

国語(読む) -仕事に対する態度 画を立て司新聞記事を書くこと

40 
誇らしい私の父母 9月 00三ロ五ロ -仕事と職業世界の -父母の職業について面談した内容

(話，関，蓄) 理解 を整理して発表すること

気になることが‘いつ 9月 国語 -人間関係 -関心のある職業について調査し

41 ばい (話司開，書) -仕事と職業世界の て司密談役割遊びをすること

社会 理解

職業の世界に案内し 10月 国語 -人間関係 -職業の特徴が現れるように広告文

42 ます (話可関，書) -仕事と職業世界の を作ることと司お知らせを作ること

美術 理解

世界を私の範曙に 12月 社会 -人間関係 -海外活動をしている韓国人を調査

43 -仕事に対する態震 して弔将来の職業に対する自負心を

もつこと
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おわりに

以上見てきたように 「第 7次教育課程jでは， r幅広い教養を基に進路を開拓する人jが追求され

る人間像のーっとなっており，そのような人物を育成するための手段として， r学生の能力，適性，進

路を考慮して教育内容と方法を多様化するjことが明示されている O ここから，韓国では子どものキ

ャリア発達の重要性が「教育課程」において謡われていると言うことができ，教育内容と方法を多様

化することでキャリア発達を支援しようという方向にあることが読み取れる O そのような方向性を基

本としながら，さらに子どもの発達段階を踏まえ，初等学校では「多様な仕事の世界を理解できる幅

広い学習経験をもっjことが教育目標のーっとして定められているのであり，子どものキャリア発達

の中でも特に仕事や職業に焦点を当てていると言うことができょう O

また， r進路教育jはある特定の時間ではなく，教科教育，裁量活動，特別活動のすべての領域にお

いて行われることとなっており，多種多様な教育活動の中での総合的なキャリア発達支援が目指され

ている。

したがって，初等学校「第 7次教育課程Jにおける「進路教育Jとは，教育活動全般にわたって行

われる，仕事や職業を中心としたキャリア発達支援と位置付けられるであろう O

そのような位置付けにある「進路教育jで扱う内容は，自我理解や意思決定といった自己に関する

学習から，周囲の人々との人間関係の構築，そして仕事や職業における様々な側面や態度の育成など，

仕事や職業に焦点をあてながらも単なる知識の獲得に留まらずに，関連する様々な領域について学習

する幅広いものとなっており 子どものキャリア発達を様々な角度から支援している O

具体的な教科学習への「進路教育Jのカリキュラム化にあたっては，関連教科からも明らかなよう

に，様々な教科の中に「進路教育jの実施が組み込まれており，その実施時期も， 3月から12月まで

1年にわたって計画されている O また，例えば同じ自我理解の領域であっても， 1学年では[大人に

なってやりたい仕事を話すことJであったのが 6学年では「進路計画時に考慮しなければならない

私の特性を見つけ，進路計画を立てることjとなるように，発達段階に応じて複雑で高度な内容へと

変化している O

本稿では教育活動全般にわたって行われるべき「進路教育jのうち，教科教育内での「進路教育J

のカリキュラムのみを紹介した。韓国の初等学校では，本稿で紹介した教科教育の他に，裁量活動や

特別活動を通じても「進路教育Jに取り組むことが目指されており それぞれの領域で分断されたカ

リキュラムではなく，領域横断的な「進路教育jのカリキュラム開発が成される必要があろう o r第 7

次教育課程Jで追及されている人間像にふさわしい人物を育成するべく，その理念をどのようにカリ

キュラムに具体化するかという課題に取り組んでいる今日の韓国における今後の動向に注目していき

たい。

注

1) OECD. Education PoliりAnalysis2003. p. 40. http://wwwl.oecd.org/publications/e七ook/9603121E.PDF

(2004/2/22) 

2 )キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議 f報告書~児童生徒一人一人の勤労観，職業
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観を育てるために-----j 2004年 l月28日 p.8. 

3 )同上 p.15. 

4 )同上 p.28. 

5 )韓屈の学校体系は，日本と同様に6-3-3-4の単線型学校体系である O 現在，義務教育は初等学校および

中学校の計 9年間となっている G

6 )鄭泰秀編『大韓民国 国家教育政策 (1969~1995) j叡智閤 1995年 によると， 1982年度に「進路

指導の徹底jが進路指導に関する項目として始めて記載されているが，その後1990年度には「進路教育

の強化Jとして「体系的な進路教育を国民学校から実施Jすることが改革の一項目としてあげられてい

るo I体系的な進路教育」に関する項目は，その後1991年度， 1993年度， 1994年度， 1995年度にも記載さ

れており， 90年代を通じて[体系的な進路教育jの実現が教育改革のーっとして位置付けられてきたこ

とが伺える O なお，国民学校は1996年に初等学校へと名称変更されている O

7) I第7次教育課程Jの施行自程は 以下の通りである O

(教育人的資源部 http://www.moe.go.kr/educurri/course_sub2.htm?catmenu = m07 _01_02を参照)

(2004/2/11) 

1996 

基礎研究の実

施および改正

案の研究開発

8) I第 7次教育課程jの改正における重点は，以下の 6点である O

(教育人的資源部 http://www.moe.go.kr/educurri/course_sub7.htm?catmenu=m07 _01_07を参照)

(2004/2/11) 

① 国民共通基本教育課程の編成と学生選択中心の教育課程の導入

② 水準別教育課程の導入

③ 裁量活動の新設・拡大

④ 学習量の最適化と水準の調整

⑤ 教育課程評価体制の確立

⑤ 倉IJ意性，情報能力の培養

9 )ソウル特別市教育科学研究院 http://www.sesri.re.kr (2004/2/5) 
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